














論  文  題  目  
 
Effect of silver nanoparticles on the cellular 


































































第三章では、腫瘍壊死因子αが誘導する D N Aダメージに与える銀ナノ
粒子のサイズ効果について検討している。 D N Aダメージは癌や老化など
様々な疾患に関係していることが知られている。そこで申請者は腫瘍壊
死因子αを細胞に作用させ D N Aダメージを誘導する実験系に粒子径の異
なった銀ナノ粒子を暴露することでどのような影響を与えるかを検討し
た。その結果、粒子径 1 0  nmの銀ナノ粒子は D N Aダメージを促進したが、
粒子径 2 0 0  nmの銀ナノ粒子は腫瘍壊死因子αが誘導する D N Aダメージを
抑制した。その分子メカニズムを明らかにする目的で、腫瘍壊死因子α
の受容体の発現と局在の変化を検討した。その結果、粒子径 2 0 0  n mの銀
ナノ粒子を暴露することによって局在が細胞質に移動していたが、粒子
径 1 0  n mの銀ナノ粒子の暴露では受容体の局在には変化が見られなかっ
た。これは、粒子径 2 0 0  nmの銀ナノ粒子は細胞表面の受容体の発現を低
下させたことにより腫瘍壊死因子αの作用が抑制されたが 1 0  n mの銀ナ
ノ粒子の暴露では受容体に関係なく銀ナノ粒子自体が D N Aダメージを誘
導したことを示唆している。以上の結果から、粒子径 20 0  n mの銀ナノ粒
子は腫瘍壊死因子αが誘導する D N Aダメージを受容体の再発現を減少さ
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